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長
崎
防
衛
協
会
部
隊
研
修

　

長
崎
防
衛
協
会
（
会
長　

植
松

俊
徳
）
は
、
令
和
元
年
７
月
８
日

（
月
）
か
ら
９
日
（
火
）
の
２
日
間
、

大
阪
地
区
の
部
隊
研
修
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
陸
上
自
衛
隊
中
部

方
面
総
監
へ
の
表
敬
、
概
況
説
明
、

施
設
見
学
及
び
中
部
方
面
衛
生
隊

を
研
修
、
２
日
目
は
、
陸
上
自
衛

隊
第
３
師
団
副
師
団
長
へ
の
表
敬
、

概
況
説
明
、
献
花
及
び
資
料
館
見

学
等
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

中
部
方
面
隊
及
び
第
３
師
団
の

現
状
や
訓
練
の
厳
し
さ
を
認
識
す

る
と
と
も
に
、
厳
し
い
任
務
に
邁

進
し
て
い
る
隊
員
の
姿
を
見
る
事

が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　
（
長
崎
防
衛
協
会　

牧　

文
春
）

　

　

長
崎
地
本
は
、令
和
元
年
７
月
27
日
（
土
）

長
崎
防
衛
支
局
と
合
同
で
、
長
崎
港
で
行
わ

れ
た
「
令
和
元
年
度
長
崎
ペ
ー
ロ
ン
選
手
権

大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
長
崎
に
３
５
０
年
余
の
歴

史
を
誇
る
夏
の
伝
統
行
事
で
、
地
本
も
部
員

相
互
の
団
結
の
強
化
、
自
衛
隊
の
認
知
度
向

上
及
び
募
集
広
報
を
目
的
と
し
て
平
成
16
年

か
ら
15
回
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
上
旬
か
ら
勤
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て
週

３
回
の
練
習
を
重
ね
、
暑
さ
と
全
身
筋
肉
痛

と
闘
い
な
が
ら
準
備
を
進
め
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。

　

　

長
崎
地
本
は
、
令
和
元

年
７
月
22
日
（
月
）
か
ら

８
月
28
日
（
水
）
ま
で
の

間
、
出
島
自
治
会
が
実
施

す
る
ラ
ジ
オ
体
操
に
本
部

前
広
場
を
開
放
し
ま
し

た
。

　

日
々
出
島
地
区
の
元
気

な
子
供
達
の
笑
い
声
と
笑

顔
を
も
ら
い
つ
つ
、
地
域

と
の
か
け
は
し
と
な
る
よ

う
今
後
も
積
極
的
に
地
域

活
動
へ
の
貢
献
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令和元年度「長崎ペーロン選手権大会」に出場

投　

稿

出島自治会ラジオ体操を支援

　

大
会
で
は
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
や
関

係
者
か
ら
の
熱
い
応
援
を
受
け
、

選
手
の
気
持
ち
も
頂
点
に
達
し
、

予
選
第
２
レ
ー
ス
に
臨
み
、
声
と

櫂
を
一
つ
に
し
て
１
１
５
０
ｍ
を

漕
ぎ
き
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
「
５
位
」
に
終
わ
り
ま

し
た
が
、
練
習
時
の
最
速
タ
イ
ム

を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

選
手
一
同
、
全
力
を
出
し
切
り

悔
い
の
残
ら
な
い
レ
ー
ス
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
次
年
度
も
更
な
る

飛
躍
を
誓
い
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
練
習
場
所
の
提
供
と

技
術
支
援
を
頂
い
た
茂
木
地
区
関

係
者
の
皆
様
と
大
会
時
の
ペ
ー
ロ

ン
船
及
び
舵
取
り
に
ご
協
力
頂
い

た
牧
島
地
区
関
係
者
の
皆
様
に
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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琴
海
地
域
事
務
所
長

　

陸
曹
長　

安
部　

裕
史　

【
付
配
置
】

　

長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、

６
月
22
日
（
土
）
ト
ラ
ン

ス
コ
ス
モ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム

長
崎
（
諫
早
市
）
で
開
催

さ
れ
た
、
Ｊ
２
リ
ー
グ
公

式
戦
、
Ｖ
フ
ァ
ー
レ
ン
長

崎
対
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

戦
に
お
い
て
広
報
ブ
ー
ス

を
開
設
し
、
観
戦
に
訪
れ

た
市
民
に
対
し
広
報
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活

動
を
紹
介
す
る
た
め
、
第

16
普
通
科
連
隊
が
軽
装
甲

機
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
に

災
害
派
遣
の
横
断
幕
を
装

着
し
て
登
場
し
た
ほ
か
、

パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
佐
世
保
地
方
総

監
部
か
ら
は
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
ま
こ

ろ
」
が
来
場
し
、
ブ
ー
ス

の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

広
報
ブ
ー
ス
に
は
、
両

チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

多
数
来
訪
し
、
ミ
ニ
制
服

の
試
着
、
陸
自
車
両
の
前

で
の
記
念
撮
影
な
ど
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
大
い
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
来
訪
者
か
ら
は
、

「
大
変
な
お
仕
事
で
す
が
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
自

衛
隊
員
に
対
す
る
励
ま
し

の
言
葉
も
聞
か
れ
、
自
衛

隊
の
仕
事
を
理
解
し
て
応

援
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
、

今
後
の
募
集
活
動
へ
の
活

力
を
い
た
だ
く
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、

今
後
も
地
域
と
連
携
す
る

と
と
も
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

祭
り
等
に
積
極
的
に
参
加

し
認
知
度
の
向
上
に
努
め
、

多
く
の
志
願
者
・
入
隊
者

を
獲
得
で
き
る
よ
う
部
員

一
同
団
結
し
、
募
集
業
務

に
邁
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
（
諌
早
地
域
事
務
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
９
月
８
日
付

【
定
年
退
職
】

令
和
元
年
８
月
22
日
付

　
　
　

陸
曹
長　

長
尾　

勝
秋

令
和
元
年
８
月
21
日
付

お世話になりました

　
　
　

１
等
陸
佐　

園
田　

浩
士

お世話になりました

　
　

　

Ｊリーグ公式戦で広報活動を実施

興
味
津
々
！

　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
参
加

　

長
崎
地
本
は
、
令
和
元
年
７

月
18
日
（
木
）、
本
部
要
員
22

名
に
対
し
、
車
両
Ａ
整
備
に
関

す
る
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ａ
整
備
と
は
車
両
運
行
前
・

中
・
休
・
後
に
お
い
て
当
日
の

可
動
状
態
を
把
握
す
る
重
要
な

点
検
整
備
で
す
。

　

正
確
な
知
識
の
付
与
及
び
整

備
要
領
の
練
成
を
行
い
点
検

整
備
を
確
実
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
点
検
整
備
ミ
ス
に
よ
る
装

備
品
の
不
可
動
を
防
止
し
、
日

頃
の
円
滑
か
つ
安
全
な
車
両
運

行
の
資
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

車両の点検は確実に！

～本部要員に対し教育を実施～

　　

７
月
21
日
（
日
）、
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
（
学
校
長　

堀
江
祐
一

陸
将
補
）
で
開
催
さ
れ
た

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
、

長
崎
県
内
か
ら
中
学
生
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
変
蒸
し
暑

い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
各
地
か
ら
受
験
希
望

者
及
び
ご
家
族
、
並
び
に

各
地
本
の
広
報
官
を
含
め

た
３
２
７
名
が
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
学
校
長
挨
拶
及

び
学
校
の
概
要
説
明
の
後

に
、
在
校
生
の
案
内
に
よ

る
校
内
施
設
見
学
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
部
活
動
見
学
の

際
は
、
参
加
者
は
み
な
学

生
の
逞
し
く
躍
動
す
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
自
分

も
こ
の
よ
う
に
な
れ
る
の

か
と
感
動
し
て
い
た
様
子

で
し
た
。

　

県
内
参
加
者
に
対
し
て

は
、
長
崎
県
大
村
市
出
身

の
山
根
完
太
君
（
２
年

生
）
が
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。

山
根
君
の
親
切
で
丁
寧
な

説
明
に
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
は

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人　

事

【
特
別
昇
任
】

陸
曹
長
へ

　

１
等
陸
曹　

長
尾　

勝
秋

        

令
和
元
年
８
月
21
日
付

１
等
陸
佐
へ

　

２
等
陸
佐　

園
田　

浩
士

        

令
和
元
年
８
月
22
日
付

１
等
陸
尉
へ

　

２
等
陸
尉　

蔵
本　

和
彦　

        

令
和
元
年
９
月
３
日
付

令
和
元
年
９
月
３
日
付

　
　
　

１
等
陸
尉　

蔵
本　

和
彦

お世話になりました

積
極
的
に
質
問
等
を
し
な

が
ら
楽
し
く
見
学
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
在
校
生
代
表

に
よ
る
高
等
工
科
学
校
の

生
活
体
験
談
発
表
と
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
受
験
希
望
者
や
ご
家

族
か
ら
様
々
な
質
問
が
な

さ
れ
ま
し
た
が
、
在
校
生

代
表
の
は
つ
ら
つ
と
し
た

姿
勢
や
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ

て
し
っ
か
り
し
た
内
容
の

受
け
答
え
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
は
、
受
験
希
望
者

が
進
路
を
決
定
す
る
上
で

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
県
内
参
加
者

に
感
想
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
全
員
が
是
非
入
校
し

た
い
と
意
気
込
ん
で
お
り

ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
、
皆
さ
ん

の
進
路
希
望
が
か
な
う
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　　
（
大
村
地
域
事
務
所
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　


